
・「

音

男等2専　　輸入缶叫愕蔓

桟が四としては、輸入敷島制限について、次のとおり対処する．

I．農水産品

輸入歓曇嘲霞対象農水産品については、ガット及び関係四国のP触・交渉において下記の方針により対埠する

こととし、これらの協議・交渉を精まえ、我が国農水産集の実璃に配慮しつつ、昆際的動向に即した市場アクセ

スの改善に努める．・

「

1．新ラウンドに向けて、現在ガット農業貿易喪邑会において、

（1）農産物貿易をガザト体割により一霹組み入れること、

く2）市場アクセスの条件を改善すること、

（3）輪出典争をより強い鯛律の下におくこと、

を目指して、ウェーバー等を含む輸入致員制限、輸入課徴金、輸出補助金等農産物貿易に影管を与えるすべて

の掃尊を対象に、農業の特殊性を十分考慮した新しいルール策定の作業が既に開始されている．ガットにおけ

るこのようなルールの合意形成に積極的に参加し、この作東及び新ラウンド交渉の進捗を回る．

2．隅傷口闇で約束がなされている牛肉、かんきつその他の農産物については、その内容を綿実に履行するとと

もに、期限快の取扱いについて、拘束に勘、逐次協楓を開始し、械息をもって適切‾に対応する．

虹．駄工業品

皮革及び専権の輸入敢農割隈については、ガットの鴇にあいて邁切た対処する．
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I　基本方針

1．政府は、我が国の法令等に基づぐすべての基準・建征制度等につき、「憤仲川由・

例外制服」、「例外制限の内容も必型厳小I唄のものに限定する」、r可能なI堪り椚辞

令の道沢と黄住に委ねる」、「生産者の菰務と責任についての自覚を促す」‘との視点

に立って総点検し、串・先して我が国ilj切へのアクセス改革を囲るべく別紙1の捕絆を

とる．

2・なお、総点検の過指においては、我が同の昼準・法師間庇軍司日詰な配り摘外国の相

似の制肢と比較検討し、我が国ゐ制度が少なくともこれら相同の制度に比し持切の開

放性において遜色のないものとすること・とした．

：！．－　さらに、今回の作雲において、2　0　0件を山える硝外国等からの要望榊項について

は、すべて柏査し、誠意をもって対応した．

4・また、1月の甘米首脳金紋を受けて閲始された日米間め四分野のハイレデル脇Ⅲに

おける現在までの成某のうち、基準建狂制度等に関する馳分をとりまとめて別紙lの

附鵜として示した．これらの成東は、米l司のみならず・、広く緒外国に均七んするもの

である．

皿　アクシタン・プログラムの主要内容・

1．＿政府の介入を必弊風小隈にとどめ、我が国市場が自由な訳争際理を娘大根に兎捜し

うるよう＿にするため、基準・紹托制度の対象品日の削減、 基準自体の腱！革か上と

りわけ自己緒柾制度の導入と拡充を図ることとする．

【共体的措辞例）

消費生活用製品安全注に基づきチェックしていた炭酸飲料ビン納め等、伝

染病予防法に基づく消毒用医薬品、等8件の基準出征制度について、国等が

行う検査等に代わり、メーカー白身が基準に適合．しているか杏かをチェック

する自己縁旺制度を新たに導入するほか、電気用品椒締法等に基づく5件の

基準托征制度について、政府組虻の範朗を縮小して自己組征の対象を拡充す

る．

また、化粧品については、その全ての稚頬につき、順次、配合し縛る成分

の規格基準を作り、これに適合するものについては、偶別の製品毎に許可を

受ける必要はなく届出で止りることとする（当面3年間でマエキュ了、ヘア

ーリキッド等について基準を作り、これにより化柾晶全体の許可件数は3年

間で6割得度減少）．

2・外国製晶の我が国市場への参入昼劇．Lユニ旦型星型甚阜哩埋卑撃て平牒や参入槻＿会旦

皇阜阜施置をとる1＿
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蓬

このための下段として、外国型周一の北が国ilH劫への古人に必要な許可等を柑るため、

珠が国昼堤粧し寧ければならない検査データにつき、外国．ご作収されたデータを山鹿

石配りそのまま組めることとする．

【具体的は擢例日

巾拍者（メーカー等）の作成データをそのまま建める（大即分の臨床朝日

についての拭碗データ受入れ、新設のr輸入乾植別取扱い制腔」における一

定条件の下でのデータ受入れ醇）、外周の郡三者織冊（外囲検査機脚）を予

め指定しておき、間槻朝が作成したデータを叩実上白動的に受け入れ、承建

等を行う（J A S法、JI S誌等で新たに組めることとする）その他の方法

があるが、これらの導入により許可等の収相が従来より述かに容易となり、

外国製品が我がl司市塙に．おいて実質的にも我が固製品と全く同等の競争条件

を与えられることとなる．

3・＿翠を埠坤却旦やけ＿尋問守一上の公平＿華車軸曝すや年や、描聖や章箪恥酎rに＿脚＿し外＿呵

関係者の悪鬼を反映させるなど政妹決定における透明性を確保する．

（具体的措辞蜘）

すべての蕃粗金、審純金の守門委員会等で、規格・基準の制定又は改正に

関する原案を作成する過柁において、希に、外国脚係者が参加ないし山賭し、
t

薗鬼を述べることができることとする．

4．市場アクセスを容易にするため．紘誠に至る手続きを極力節点化し．迅速化する措
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　‾　‾　　　　　　‾　‾　‾‾　　．　　‥　　　　　　　‾‾‾　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾‾　　　　　　‾

軒をとる．

【具体的措置例）

すべての基準・建酎間度に基づく許可等の却務処理にどの位の別間を巽す

るか（樺坤軍務処理期間）予め明示し、‾その期間内に処理しえない初値があ

る場合にはその旨を明らかにすることとする．これにより、行政各部におけ

る軍務の大輔な迅速化が矧‖春される．

5．物資の流れに着目し、我が国市城参入時点での手続き の簡裁化を図る持腱をとる．

このため、輸入用山手挽きを不要とする範囲を拡大したり、税関窓口への事鰯委任

の範囲を拡大すること等によって、外国製品の輸人事続きを撼力簡素なものとし、ス

ピードアップすることとする．

【共体的措置例）

今回、動植物原料地階、モルト、永ップ等の一部の加工食品原料について

は輸入届出が不要となったほか、ウィスキー、ブランデーや、過去において

食品衛生上問題が生じていないチタコレート、紅茶等を継続的に輸入する場

合、一定期間（1～3年）内は輸入の都度の届出なしに輸入できることとす

る．今回の措置の結果、輸入金品全体の約3割（生鮮食品を除けば、全体の

約6割）について手続が大頓に簡素化されることとなる．
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Ⅲ　フォローアップ体制等
J

今後は、これらの改行柄沢を若実に実施に移し、今岡の’仲基の適切なフォ．ローアップ

を行うことがとりわけ塵要な課剋となるが、これらに係る今後の方針、体制等は、今回

の作婁方針とも鱈うべき基本的な考え方とともに別紙2に絆述されている．
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珊綱岬野澤

I

l－J

Cd

－d

I

！．基準・認祉制度に関する改割だ誼

A．政肝介入の縮小のための措置

梱l紙　日、

i‘‾‾‥‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾T‾‾‾‾－‾－‾　　　‾一一－…一一一一一一一一一一一一一一一一‘‾‘‾‾‾‾‾‾’‾－■‾’－‾．．．’‾‾‾‾‾‾‾－‾－‾T．‾‾‾‾－‾‾‾‾「

l　捨　置　の　分　が　l　　　　措　　　　　　　置　　　　　　　の　　　　　　　相　　　　　　　賀　　　　　　　けイムスケジュールl

．・－一一一一一一一一一一一一＋一一一一一・・・一一・一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・・一一一一一一一一一…・・一・一一一一一一一－■・一一・一・一一－一一一一一一一一一十一一一一一一一一一」

；l．基準・払正制定の通用I U車生省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　！

対象品日の縮小 l〇底漁用具103種封のうち阪床用遠心ちんでん翁、馳転用定温霊等3年間で33絹頚の勘京用具を職不翠とする．13年間　　　！

！　注．JIS規格の整備による承認不要迫田の拡大と合わせ、既発用具の年間承認件数を3年間でl／4減らす．　1　　　　　　1

10化旺品の権期毎に配合成分等の基準を作成し、これに適合する化粧品については胤別の製品ごとの許可を不安とし、崩13年間、その後も継l

；出で足りるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！続

l U3年間でマニユキ7、ヘアーリキッド等15種類（毎年5穏知）の化捉品について、この基準封乍成し、6割程度1

1　の製品考許可不要とする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　ほほの後も、基準の作成を止め、許潤の範園を眩大する．　　　　　　　　　　　　　　　康軍法）l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

l（巌称水産省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

lO取引の単純公正化等の観点に照らし、JASの対象品目について削減する方向で見直す．　　　　　　　　　　　＝il年度中

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農林物旗の規格化及び品質表示の適正化に聞する法律）I

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　′

lO動物用阪蒐品の検定対象から、（1船断彼の・・瑠咤除外し、佗抗生物質餌刑様加刑についても除外の方向で検討する．Iu本年皮中

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　康軍法）I脚61年度中
I l

l（通商産某省）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

○取引の単純公正化等の放点に照らし、現行JISマーク表示対象品臼の1割程度を削減することを目途に見直す．　i3年間（串年8月かl

l

lO各種メ一一クー等の計立品について、国の検定等の対象品日を緬滅する．

l

i

（エ笈隙準化法）－1ら若手）

l

吉憎法）I61年度に軒並行政審！

l舐会に語間　　　l

lO新規に製運又は輸入される化学物質のうち外国で既に安全t如く確認されているものについて安全性を確認のうえ、使用！3年間

可能物質上して公示す・≡制度を創設する．

（化学物質の寄査及び製造等の規馳こ閤する法律）



●
「．－．－．‾l ．．‾‘‘‾‾‘－T．－．．‘－

l　措　置　の　分　積　I　　措　　　　　　　　置

l（労他省）

●

の　　　　　　　概　　　　　　要　　　　　　　lタイムスケジュールl

104哩のスチーム・クリーナ（洗車用靭及び横型細事のボイラーについては、脚Iの対象外とする．　　13ヶ月以内

lO新規に製造又は輸入される化学物質のうち、既存化学物虞から構成される一定の高分子化金物陀ついて届出を不要とすIl年以内

l　る方向で検討す皐．

l

I（自i甜
lO展示用繊維板等防炎規制の対象品日を2割程度削減する．

l

トー

Cd

O0

1

I2．

I

l

l

l

l

l

（労t動史全販亜鉛I

1

1

（消防法〉ll年以内　　　1

政府総虻から自己出正l㈲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F I l

への移行 lO旺炉用具年ついて、3年間で36のJIS脚各を定め承紐不要とするとともに、その後も引き続きJIS脚書の監婿を図日欄、その級も維！

l　り、製造業者自らの責任において批合致していることをチェックする品目の範盟を拡大する．　　　　　　1快

IC匡豪検定の対象となっている匠涌品のうち輸液製剤及び一部の血液製剤について、製造・品質箭聖がiの脚まえ！3年間

l　つつ検定を廃止し、製造業者自らの責任において基準に合放していることをチェックする品目の昭を拡大する．

（莞亭法）

lO伝染病予防のために恥、られる消朝圧嘉島の国家検定を廃止し、製造業者自らの責任において基準に合致しているこ13年聞

l　とをチェックすることとする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伝染病予防法）l

I l

IO皐畠に使用されるかんすい及びタール色素製剤について、製品捜査を廃止し、薗重責者自らの責任において強総合馴

1していることをチェックすることとする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喰晶衛生法）13年間

I I

I（農林水産省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

lO炭酸飲料ぴん砧について、安全基準に合致しているかどうか載虹五葉者自らの部王においてチェックする制度（自己粗目年以内

l　旺詰庄）を導入する方向で検討する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消質生活用製品安全泣）

l

lc討力嘱薗京用具のうち、安創生の確保の面で問題力少なく、かつ、製造・品質管理技術が定着しているものにういて、

l　晶訓各基準に適合していることを自己萬正させる制度を導入する．

l

IO現在蜜建制の対象上なっている肥料の一辞を、届出制（指定配合肥料）に移行させる．

血幽録幽ぬ血腺振鵬触雨擁触盤舶視軸軌射，hJ

甜鮎翫鑑洩

聯動

址料壷融細胞
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I　措　置　の　分　増　！　措　　　　　　置　　　　　　　の　　　　　　概　　　　　　　要　　　　　　　　けイムスケジュールl

ト一一一一－一一一一－一十一一一一一一－－－一一一一一－一一一一一一一一一－一一一－－一一一一一一一一一一一－－十一一一一一」一一一」

l l（通商産業省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

I IO電気用品の安全睦を確保する傘めの基準の遵守を政府がチェックしている品目（甲種）を見直し、製造業音自らの貨任！3年間

I i　において基準に令致していることをチェックする品目（乙組へ聯iさせる．これにより弗子の乙1重品目数（72）を当i

l l　面相ね倍増し、さらに欄壷を行い今後3年間で邸i乙種品目数を3倍増とすることを目途とする．（電気用品取締法）！

I I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．I

I lO消費生酒用製品安全法に基づく特定製品の規制について柳緒描会に諮り、消費者等の意見を踏まえて自己建鉦制の導I3年以内

l　人の可樹生を捜討する．（前頁の農林水産省の項参照）　　　　　　　　　　　　（消費生活用製品安全泣）l

I l

IO憾相生の向上←た高圧ガス利用製品について自己詑旺制度の拡大を図る等法令上の取扱を検討する．　　　　160年11月未を目途に；
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高圧ガス取締法）：高圧ガス及び火蔀酎

l

トー

霊

I

l l保安等塙会の答申を

I嘲政省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I予定

lO高岡汝利用設備のうち、その製造・品質管理技術が定着している電子レンジについて技術基準に適合していることを自！本年中

1己田正させる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電波法）I

l

I（労他省）

10両易防じんマスクについて、構造・性能基準に適合していることを自己詑証させる．

（建設省）

（労働安全衛生法） l年以内

IOフィンランド等から町された丸太組描法（丸太を積み上げて望面を構成す剥随方法）のうち、すでに十分実韻のあ・本年度末　　　I

I　る型式について喀蜘十基準に適合していることを自己出正させる．　　　　　　　　　　　　健築基準法）l l
l l I

I　伯治省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I l

lC消防ボンフ等消防用機械器具等の挽定討肢の対象品目の1割程度について自己認旺への移行を検討する．・（消防法）！1年以内　　　l

卜………‥・……・・…‥‥…・・l

日．規格基準の境目削減又I（農林水産省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1

1　は緩和　　　　IC肥料の公定相島の技術基準のうち、造粒促進剤等の原材料こ関する制限を緩和する．　　　　　（肥料取締法）l本年最中　　　l

I l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　1　　　　　　　1

1　　　　　　　　10動物用鑑真品の検定境目のうち、ホルマリン定立試験等の漸ピ肖式験の一郎を廃止する．　　　　　　（棄軍法）I本年中　　　　l

L一一一－一一一一一一一⊥一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一丁一一一一一一－－一一一一⊥一一一一一一－－」

●　　　　　　　　　●



●

l　措　置‘の　分　類　　上　　措

ト－－

I

－▲

IIゝ

C＞

l

I l（通商産業省）

14．

1

I

l

l

l

その他

●
．－■．－．．－‾■．‘‾‾．－．一°．’‾‘‘－．‾・．－‾「●‘l’－．－．・．・．－　‾「

証　　　　　　　の　　　　　　　　職　　　　　　　受　　　　　　　　　けイムスケジ1－ルl

－－一一－一一－一一一一・一一一一一一一一一－一一一一「－－－－－－・－・ト一一一一－－1

1　　　　　　　1

lO先般のタンクローリー横転事故についての矧糸省庁連絡会品の蘭寸描果をも踏まえて車両による高圧ガス仔軌の棒の脱！副点省庁連絡会誼のl

l　制基準を見直す．

1

1哩敬省）
lO電気通信抽末機器の技術基準頃日を30項目から21境目へ卸臓する．

1

1（自治省）

lO消防ボン7等の消防用磯城農具等の検定に係る細部の拭険頃日を1／4程度浄脱する．

憫正ガス取締法）！牧村結泉を母まえ運
lやかに

く電気通惜事業法）

l

！7月20日

l

l

（消防法）Il年以内

l（通商産雲雀）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l l

lO法定孟憎岩の比較検査、基準器検査の有効期間を珪昆する．　　　　　　　　　　　　　　　　　（舌憎絃）161年度に計立行政等l

I I沌金に諮問　　．I

l　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1（運輸菖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

IO潤又は欧州の抑正制度より簡嘉化された討朕である少数台数取扱静肢を次のようには本的な改善を結い、「輸入1本年内

車特男l脚1度」を創設する．

u少放台数取扱制度では、通用台散の枠を一型式割笥500台以下としていたが、1000台にまで拡大することとする．

l（21少欺台数取扱静肢では、捜査データについては指定検査醜聞のデータを提出することとしていたが、一定条件下で自l

I　動茸メーカー白身がt憾するデータを受け入れることとする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l t3）少放台数取舶暇では、中綿された自動車についての通用新聞を2年間とし、．2線場合には再申縄を必要とLl

し　ていたが、通同朋問の制限を無くすることとする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

l t4椴重の降、国の検査場への1台毎の自動車の持ち込みを省略するたわの手続きを導入することとする．　　　　1

1　さらに、今後l年以内に基準の統欄と自己ぷ正の問題について外国間臨者と協憲し、その毒駄毒づき白動重の！

l　基準総旺別荘の改善方針を決定する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戯運送車両生）I

i l

l（郵政省）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

lctl鳴動車電話、（2ぱケットベル、13ロードレス電話の技術基準を緩和するとともに、軸ポータブル・データ・ターミナ＝1）61年りほてに電！

ルの導入に必要な措置について挽対する．

血如融通彿血通航忠正元脇血。

（竃虔法）l
t

l

気過言技i楷議会l

の答申を予定　l

湖山．、．、こ．、一＿．、．紬ぶ－‘．血．－ふ．山」1．．．‥．．姐．Lh艦．．＿．、．捌、一、山．心．い、．．洲．、一．…＿．‥．．．、J．読訂融ふ心慮感曲越
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；陪掟の分規l　陪　　　置　　　の　　　糊　　　貿　　　lタイムスケジュールl

ト一一一一一・一…一二一十一一一一一二一一・一一一一一…一一一・一…一一一一一一・一一一一一一一一一・一一一一一「一一輸一一一一一一十一一一一一一一一1

I I I（2扱び（3）61年3月ま！

l　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1でに障屠描会の答l

l l l　申を予定　　l
L一一一一一一一一一一一一⊥－一一一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」
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